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日
常
記
帳
か
ら
青
色
申
告

決
算
書
ま
で
を
自
ら
作
成
す

る
こ
と
を
目
標
に
、
経
税
部

は
自
主
記
帳
講
座
の
第
２
弾

と
し
て
『
弥
生
会
計
』
ソ
フ

ト
を
使
っ
た
「
パ
ソ
コ
ン
記

帳
講
座―

初
級
編
」
を
10
月

２
・
９
日
の
２
回
コ
ー
ス
で

開
き
、
14
人
が
参
加
し
た
。

　

講
師
の
柄
溝
宗
生
氏
（
協

会
顧
問
税
理
士
団
）
は
、
す

べ
て
を
税
理
士
任
せ
に
す
る

よ
り
、自
身
で
記
帳
す
る
こ

と
で
医
院
の
経
費
把
握
、さ

ら
に
は
経
費
削
減
に
つ
な
が

る
こ
と
を
紹
介
し
た
。
パ
ソ

コ
ン
記
帳
は
手
書
き
に
比
べ

　

桂
氏
は
、
正
確
な
給
与
計

算
の
根
本
に
は
、
労
働
時
間

を
適
正
に
把
握
す
る
こ
と
が

重
要
と
し
、
管
理
の
ポ
イ
ン

ト
を
紹
介
し
た
。
時
間
外
労

働
の
取
り
扱
い
や
賃
金
計
算

の
注
意
点
な
ど
に
つ
い
て
も

解
説
し
た
。

　

賃
金
計
算
の
端
数
処
理
で

は
、
１
カ
月
単
位
で
の
１
時

間
未
満
の
切
り
捨
て
・
切
り

上
げ
は
で
き
る
が
、
１
日
単

位
で
は
で
き
な
い
。
割
増
賃

金
の
不
払
い
に
は
、「
６
カ

月
以
下
の
懲
役
ま
た
は
30
万

円
以
下
の
罰
金
」
が
科
せ
ら

れ
る
。
こ
の
罰
則
に
は
続
き

が
あ
り
、「
労
使
の
合
意
が

あ
っ
た
場
合
で
も
使
用
者
は

罰
せ
ら
れ
る
」
と
し
、
厳
格

に
取
り
締
ま
ら
れ
て
い
る
こ

労
働
時
間
の
適
正
把
握
が
重
要

賃金計算の方法を学ぶ参加者
＝３日、保険医会館　　　　

場
合
に
、
長
時
間
労
働
が
果

た
し
て
有
利
な
方
法
で
あ
る

か
は
疑
問
と
し
た
。

　

よ
く
あ
る
勘
違
い
と
し

て
、「
窓
口
の
出
入
金
が
合

わ
ず
、
受
付
ス
タ
ッ
フ
が
残

業
し
た
分
の
残
業
手
当
は
出

し
た
く
な
い
」
と
の
意
見
に

つ
い
て
桂
氏
は
、
医
院
と
ス

タ
ッ
フ
間
の
労
働
契
約
は
外

注
技
工
物
の
請
負
契
約
の
よ

う
な
も
の
で
は
な
い
と
強

調
。
労
働
の
成
果
に
対
す
る

責
任
は
、
使
用
者
が
負
っ
て

い
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
い
け

な
い
と
述
べ
た
。

　

労
働
者
の
給
与
が
下
落
す

る
な
か
、
生
活
に
直
接
影
響

す
る
給
与
へ
の
考
え
は
よ
り

シ
ビ
ア
に
な
っ
て
い
る
。
ス

タ
ッ
フ
と
の
ト
ラ
ブ
ル
を
防

止
す
る
た
め
に
、
医
院
と
し

と
が
紹
介
さ
れ
た
。

　

桂
氏
は
、
ス
タ
ッ
フ
に
週

44
時
間
フ
ル
に
働
い
て
も
ら

っ
て
い
た
診
療
所
の
例
を
紹

介
。
そ
の
医
院
で
は
、
業
務

効
率
の
悪
化
や
退
職
者
の
増

加
な
ど
の
問
題
が
顕
在
化
し

て
い
た
と
指
摘
。
長
期
的
な

視
野
で
医
院
経
営
を
考
え
た

ト
ラ
ブ
ル
防
ぐ
給
与
計
算
法

　

協
会
は
ス
タ
ッ
フ
と
の
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
べ
く
、
講
習
会

「
間
違
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？　

我
流
の
給
与
計
算―

こ
れ
が

雇
用
ト
ラ
ブ
ル
の
も
と
」
を
３
日
に
開
い
た
。
桂
好
志
郎
協

会
顧
問
社
労
士
を
講
師
に
、34
人
が
給
与
計
算
法
を
学
ん
だ
。

雇用講習会

て
法
を
き
ち
ん
と
守
り
、
健

全
で
円
滑
な
労
使
関
係
を
築

き
上
げ
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
と
締
め
く
く
っ
た
。

　

保
団
連
は
『
医
院
経
営
と
雇
用
管
理
』
２
０
１

０
年
版
を
21
日
付
で
発
行
す
る
（
左
写
真
、本
紙

次
号
に
同
封
）。
発
行
に
伴
い
、
改
定
パ
ー
ト
労

働
法
の
解
説
な
ど
の
雇
用
講
習
会
を
11
月
23
日
午

前
10
時
か
ら
保
険
医
会
館
で
開
く
。

学
教
育
の
充
実
と
、
経
口
投

与
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
作

成
、
お
よ
び
治
療
抵
抗
性
歯

周
炎
の
定
義
の
確
立
が
急
務

で
あ
る
と
し
た
。

　

そ
し
て
具
体
的
な
症
例
を

提
示
し
、
早
期
発
症
型
歯
周

炎
の
非
外
科
的
治
療
法
の
補

助
的
療
法
と
し
て
ア
ジ
ス
ロ

マ
イ
シ
ン
併
用
の
臨
床
的
検

討
の
報
告
を
し
た
。
歯
周
基

本
治
療
後
の
再
評
価
で
治
療

抵
抗
性
歯
周
炎
に
同
薬
剤
を

投
与
し
た
。
そ
の
結
果
、
対

象
群
と
比
較
し
て
、
治
療
期

間
の
改
善
に
高
い
効
果
を
認

め
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
時
の
骨

吸
収
は
維
持
さ
れ
て
い
た
。

ま
た
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿

っ
た
歯
周
治
療
の
原
則
的
な

流
れ
の
な
か
で
、
同
薬
剤
の

併
用
も
効
果
を
示
す
こ
と
が

明
ら
か
と
な
っ
た
。

　

最
後
に
、「
抗
菌
薬
で
歯

周
病
を
治
す
」
は
過
大
表
現

で
、「
抗
菌
薬
は
歯
周
病
関

連
細
菌
に
有
効
」
が
正
し
い

表
現
で
あ
る
と
解
説
し
た
。

 

（
堺
市
・
山
上
紘
志
）

ピ
ー
ス
）、
矯
正
治
療
な
ど

が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
中
等
度

か
ら
重
度
の
Ｓ
Ａ
Ｓ
の
場

合
、
第
一
選
択
は
Ｃ
Ｐ
Ａ
Ｐ

で
あ
り
、
Ｏ
Ａ
は
Ｃ
Ｐ
Ａ
Ｐ

の
代
替
治
療
と
し
て
の
位
置

付
け
で
あ
る
と
し
た
。

　

Ｃ
Ｐ
Ａ
Ｐ
の
構
造
、
使
用

法
、
料
金
な
ど
の
説
明
を
紹

介
し
、
正
確
な
診
断
の
上
に

立
っ
た
治
療
が
重
要
で
あ
る

こ
と
を
強
調
し
た
。
講
習
会

後
は
、
講
師
を
囲
ん
で
地
区

会
員
交
流
会
を
開
き
、
懇
親

を
深
め
た
。

 

（
茨
木
市
・
永
田
篤
）

　

Ｓ
Ａ
Ｓ
（
睡
眠
時
無
呼
吸

症
候
群
）
の
診
断
に
は
Ｐ
Ｓ

Ｇ
（
終
夜
睡
眠
ポ
リ
グ
ラ
フ

検
査
）、
簡
易
型
Ｐ
Ｓ
Ｇ
、

パ
ル
ス
オ
キ
シ
メ
ー
タ
ー
等

が
用
い
ら
れ
る
が
、
簡
易
な

も
の
は
偽
陰
性
に
な
る
可
能

性
も
あ
る
と
話
し
た
。

　

治
療
法
と
し
て
は
、
生
活

習
慣
の
是
正
、
Ｃ
Ｐ
Ａ
Ｐ

（
持
続
揚
圧
呼
吸
療
法
）、

外
科
療
法
、
Ｏ
Ａ
（
マ
ウ
ス

　

三
島
地
区
は
９
月
25
日
、

小
松
病
院
歯
科
口
腔
外
科
医

長
の
田
村
仁
孝
氏
を
講
師
に

講
習
会
「
い
び
き
外
来
を
行

う
歯
科
医
と
し
て
の
役
割
」

を
高
槻
市
内
で
開
い
た
。
20

人
が
参
加
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
小
松
病
院
で

使
用
し
て
い
る
睡
眠
障
害
の

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
受
講
者

も
記
入
・
採
点
し
、
睡
眠
関

連
疾
患
の
有
無
を
調
べ
た
。

　

堺
・
高
石
・
和
泉
地
区
は

「
口
腔
内
科
学
的
発
想
に
よ

る
ア
ジ
ス
ロ
マ
イ
シ
ン
の
歯

周
治
療
の
考
え
方
」
を
テ
ー

マ
に
９
月
25
日
、
堺
市
内
で

講
習
会
を
開
催
し
、
会
員
27

人
が
参
加
し
た
。
講
師
は
王

宝
禮
大
阪
歯
科
大
学
教
授
。

　

王
氏
は
、
歯
科
医
療
の
幅

を
拡
大
す
る
た
め
に
も
口
腔

内
科
的
な
発
想
が
必
要
で
あ

る
と
指
摘
。
診
査
、診
断
、エ

ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
い
た
薬
剤

の
利
用
と
そ
の
保
険
適
応
の

導
入
が
必
要
と
強
調
し
た
。

　

と
く
に
歯
周
病
抗
菌
薬
剤

療
法
の
使
用
の
た
め
に
、
大

新版『医院経営と雇用管理』発行

経 税 部

の
都
度
上
書
き
保
存
が
必
要

で
あ
る
こ
と
に
も
ふ
れ
た
。

　

参
加
者
は
パ
ソ
コ
ン
を
使

い
、
①
自
医
院
の
情
報
・
勘

定
科
目
の
設
定
な
ど
の
「
基

本
設
定
」
②
例
題
を
使
っ
た

現
金
出
納
帳
や
預
金
出
納
帳

に
入
力
す
る
「
基
本
入
力
」

③
基
本
入
力
を
ス
ム
ー
ズ
に

し
、
自
医
院
で
使
い
や
す
く

仕
訳
や
振
替
伝
票
を
編
集
す

る
「
応
用
編
」―

―

の
流
れ

で
青
色
申
告
の
簿
記
を
学
ん

だ
。

　

「
入
力
な
ど
つ
い
て
い
け

る
か
心
配
だ
っ
た
が
、
手
取

り
足
取
り
教
え
て
も
ら
い
、

な
ん
と
か
つ
い
て
い
け
そ

う
」「
窓
口
業
務
が
煩
雑
に
な

る
中
、
会
計
処
理
の
簡
素
化

に
役
立
ち
そ
う
」
な
ど
、
実

際
に
ソ
フ
ト
を
使
っ
て
日
常

の
窓
口
出
納
帳
を
入
力
す
る

こ
と
で
、
パ
ソ
コ
ン
会
計
の

利
便
性
や
使
い
慣
れ
る
こ
と

の
重
要
性
が
わ
か
る
講
習
会

と
な
っ
た
。

集
計
・
転
記
と

い
う
経
理
の
多

く
を
占
め
る
作

業
を
カ
ッ
ト
す

る
な
ど
の
メ
リ

ッ
ト
を
解
説
。

一
方
で
、
デ
ー

タ
が
消
え
て
し

ま
う
な
ど
の
危

険
性
も
あ
る
の

で
、
一
定
の
作

業
が
済
め
ば
そ

現金出納帳への入力方法などを実習した
記帳講習会＝２日、大阪市内　　　　　

経 

税 

部

パソコン記帳の基礎学ぶ

「会計の簡素化に役立つ」と好評

三島地区

睡
眠
障
害
治
療
で
講
習
会

Ｓ
Ａ
Ｓ
は
Ｃ
Ｐ
Ａ
Ｐ
を
選
択

堺・高石・
和泉地区

歯
周
病
の
抗
菌
薬
療
法

王
氏〝
口
腔
内
科
〞の
発
想
必
要
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要
請
議
員
一
覧

（
民
主
・
衆
）平
野
博
文
・

萩
原
仁
・
藤
村
修
・
渡
辺

義
彦
・
辻
惠
・
長
尾
敬
・

長
安
豊
・
中
野
寛
成
・
中

島
正
純
・
中
川
治
・
樽
床

伸
二
・
大
谷
信
盛
・
大
谷

啓
・
村
上
史
好
・
森
山
浩

行
・
熊
田
篤
嗣
・
熊
谷
貞

俊
・
吉
田
お
さ
む
・
稲
見

哲
男（
民
主
・
参
）尾
立
源

幸
・
梅
村
聡
・
藤
原
正
司

（
自
民
・
衆
）柳
本
卓
治
・

竹
本
直
一
・
谷
畑
孝
・
西

野
あ
き
ら
・
松
浪
健
太

（
自
民
・
参
）
谷
川
秀
善

・
北
川
イ
ッ
セ
イ

（
公
明
・
衆
）池
坊
保
子
・

佐
藤
茂
樹（
公
明
・
参
）石

川
博
崇
・
白
浜
一
良
・
山

本
香
苗

（
共
産
・
衆
）宮
本
岳
志
・

吉
井
英
勝（
共
産
・
参
）山

下
芳
生

（
社
民
・
衆
）服
部
良
一

（
無
所
属
・
衆
）辻
元
清
美

 

（
順
不
同
・
敬
称
略
）


